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世
界
農
業
遺
産
基
金
　
代
表

パ
ル
ヴ
ィ
ス
・
ク
ー
ハ
フ
カ
ン
氏

　
国
東
半
島
宇
佐
地
域
で
作
ら
れ
て

い
る
し
い
た
け
は
世
界
的
に
有
名
だ

が
、
こ
の
地
に
根
付
く
文
化
や
社
会

的
構
造
が
大
変
重
要
で
ユ
ニ
ー
ク
だ
。

ジ
ア
ス
（
世
界
農
業
遺
産
）
認
定
は
、

食
糧
保
存
や
安
全
管
理
な
ど
世
界
的

に
抱
え
て
い
る
食
糧
問
題
が
、
農
林

業
シ
ス
テ
ム
の
保

全
に
よ
っ
て
解
決

さ
れ
る
要
素
に
な

る
。
認
定
の
重
要

性
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
国
東
半
島
宇
佐
地
域

世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会 

副
会
長
　

三
河
明
史 

市
長
　

　
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
を
受
け
、

６
月
に
市
役
所
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
作
っ
て
方
向
性
を
検
討
し

て
い
る
。
子
ど
も
達
に
た
め
池
の
シ

ス
テ
ム
を
紹
介
し
た
り
、
県
内
外
へ

の
広
報
活
動
を
進
め
て
い
る
。

　
国
内
唯
一
の
七
島
イ
を
産
業
と
し
て

復
活
さ
せ
た
い
。
質

の
良
い
製
品
に
は
多

く
の
需
要
が
あ
る
。

生
産
量
や
品
質
の
向

上
と
作
業
効
率
の
改

善
が
課
題
だ
。

　
し
い
た
け
生
産
・
加
工
・
販
売
　

中
野
富
司
さ
ん
（
安
岐
町
油
留
木
）　

　
し
い
た
け
離
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

栽
培
の
み
で
な
く
加
工
品
の
開
発
に

も
努
力
し
て
き

た
。
世
界
農
業

遺
産
認
定
は
、

自
分
の
仕
事
が

認
め
ら
れ
た
よ

う
で
嬉
し
い
。

こ
れ
を
契
機
に
、
世
界
農
業
遺
産
の

ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
差
別
化
を
図

り
後
継
者
の
育
成
を
目
指
す
と
と
も

に
、
体
験
農
園

の
取
り
組
み
を

進
め
、
子
ど
も

を
含
め
多
く
の

人
に
し
い
た
け

を
食
べ
て
い
た

だ
き
た
い
。

 

基
調
講
演

「
ジ
ア
ス
認
定
と

そ
の
活
用
に
つ
い
て
」

パネルディスカッション
「国東半島宇佐地域における世界農業遺産の活用」

　昼食休憩時には、しいたけの消費拡
大を目的に、手軽に作ることができる
料理やレシピが紹介され、来場者に大
好評でした。

　
世
界
農
業
遺
産
を
映
像
で
わ
か
り
や
す
く

紹
介
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。推
進

協
議
会
が
映
像
制
作
会
社
に
委
託
し
て
作
っ

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ（
15
分
）に
は
、国
東
市
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
セ
ン
タ
ー
が
撮
影
・
保
存
し
て
い
た
七
島

イ
栽
培
や
修
正
鬼
会
な
ど
の
映
像
も
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
番
組
と
一

緒
に
、11
月
２
日

（土）
～
15
日

（金）
、ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ「
く
に
さ
き
情
報
レ
ス
ト
ラ
ン
②
」（
９
時
、

13
時
、21
時
、１
時
）で
放
送
中
で
す
。

● 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ
Ｄ
公
開

  　　　　世界農業遺産の里　特 集

● 

し
い
た
け
料
理
の
試
食
会


